
最初の患畜摘発/患畜確認時の検査 最初の患畜摘発から1年 最初の患畜摘発から1年以降

最初の摘発後3年間摘発なし

最初の摘発後
1年間摘発なし

1⃣

3⃣

4⃣

2⃣
最初の摘発後1年間で摘発があるが、
その後の3年間の検査では摘発なし

農場数

乳用繁殖 225農場
肉用繁殖 115農場
その他   12農場

最初の患畜摘発後（患畜確認時の検査で患畜摘発の有無は問わず）…
1⃣1年間、または3年間の検査を実施するも患畜の摘発がなく、カテゴリーⅠとなった農場
2⃣最初の患畜摘発後1年間の検査で患畜の摘発があったが、それ以降の検査での摘発はなくカテゴリーⅠとなった農場
3⃣最初の患畜摘発後1年間の検査で患畜の摘発がなかったが、それ以降の検査で摘発あり。その後最終摘発後から3年間の検査陰性でカテゴリーⅠとなった農場
4⃣最初の患畜摘発後1年間の検査で患畜の摘発あり、それ以降の検査でも摘発あり。その後最終摘発後から3年間の検査陰性でカテゴリーⅠとなった事例
5⃣調査時時点でカテゴリーⅡ農場に分類されている農場

同一農場でカテゴリ―Ⅱ農場→カテゴリーⅠ農場への変更後、再びカ
テゴリーⅡ農場→カテゴリーⅠとなった場合、2農場とカウント

最後の摘発から3年間の陰性
で、カテゴリーⅠとなった

全国

最初の摘発後
1年間は摘発

なし

摘発があった場合、摘発時か
ら3年間の検査

最後の摘発から3年間の陰性
で、カテゴリーⅠとなった

摘発があった場合、摘発時か
ら3年間の検査

5⃣ 調査時時点（2025年3月）でカテ
ゴリーⅡに分類されている農場

乳用繁殖 35農場
肉用繁殖 39農場
その他   2農場

乳用繁殖  28農場
肉用繁殖  12農場
その他    1農場

乳用繁殖 65農場
肉用繁殖  53農場
その他    3農場

乳用繁殖  266農場
肉用繁殖  167農場
その他      5農場

352
（60％）

76
（13％）

41
（７％）

438

121
（21％）

リアルタイムPCRによる遺伝子検査が公定法に加わった、2013年4月以降に発生した事例のみを集計

2025年3月調査時時点

ヨーネ病発生農場のパターン別分類参考2
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